
 

秩父鉄道武州荒木駅武州荒木駅

行田駅

持田駅
行田市駅 東行田駅

持田駅
行田市駅 東行田駅

吹上駅

JR高崎線

国道
17号

国道125号
行田バイパス

国道17号
熊谷バイパス

人口密度
高 低 

広域連携軸（鉄道）
広域幹線道路
幹線道路網・公共交通
ネットワーク

都市拠点

地域コミュニティ拠点

これからの都市構造のイメージ図

　都市計画に関する基本的な方針を示し、市の都市計画を進める上で「羅針盤」の役割を担う都市
計画マスタープラン。20年後の本市が目指す姿を都市将来像として描き、実現に向けた方針や施策
を示します。
　地域の現状や課題を的確にとらえ、市民の皆さんと共有できる計画とするために、「市民アンケー
ト調査」、「地域別懇談会」、「市民まちづくり会議」、「こども会議」を実施しました。
　皆さんからいただいた意見・提案を基に、現在計画づくりを進めています。

都市計画マスタープランをつくっています
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行田らしさが光るまち
利根川や埼玉古墳群など、本
市特有の自然環境を次世代
に継承するため、環境への負
荷の軽減を図り、水と緑に囲
まれた都市と自然が共生する
まちづくり

市民一人ひとりが
主役のまち

市民、民間事業者、行政が、構
想段階から事業化段階まで
継続して主体的にまちづくり
に関わることができる、協働に
よるまちづくり

笑顔あふれ、
にぎわいを生むまち

都市機能の集約と地域資源の
活用、土地利用の見直しなどに
より、農業・商業・工業・観光な
どの分野で、市民と来訪者の交
流の拠点が形成された、にぎわ
いと活力のあるまちづくり

笑顔で暮らす、
住みよいまち

多様な都市機能を集約した
都市拠点と、生活の場を公共
交通で連携することで、都市
部と農村集落地の生活圏が
魅力的で、便利な暮らしやす
いまちづくり

都市づくりの
基本目標
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※現在、策定委員会で検討中のため、変更となる場合があります。
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、
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路
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通
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ッ
ト
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ー
ク
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ど
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ら
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る
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実
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り
、
各
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た
都
市
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く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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